






















































践において、求められる「 学び 」の質とはどのようなものか、考察した。我々が追究したい「 学び 」
とは、身体感覚と結びつけることで深まる学びである。つまり経験から学ぶ、実生活と結びつけ
ること、そこから新しい世界への知的好奇心の開拓が始まると考える。







































































　しかし、「 学力 」を問うためには、どのような「 学



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の教育現場で求められる『 学び 』の探究 ｣ 、及び平成
25年度科学研究費　挑戦的萌芽研究「 震災復興と中山
間地振興に資する教材開発及び教師教育プログラムの
構築 」（ 研究代表：田村真広社会事業大学准教授 ）に
よる研究成果の一部である。
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Art of Teachingという著作がある（Vintage, 1989. 初
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